
氏名 足　立　広　明

学部担当科目

・西洋史概論
・西洋史基礎講義
・西洋史購読
・西洋史演習
・史料講読

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・文献史学演習

授業科目

令　和　３　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

文化史学会、日本西洋史学会、日本西洋古典学会、地中海学会、キリスト教史学会、史学研究
会、西洋史研究会、日本オリエント学会、日本ビザンツ学会、ジェンダー史学会

キリスト教巡礼と修道制の成立、古代末期女性史、古代末期の帝国と社会変容など

昨年度はこれまでの長年の演習運営で初めてのことであるが、一人の留年も退学者もなく、同一
学年十数名のゼミ生全員が揃って卒業するのを見送ることができた。まさに特記すべき事柄であっ
たと思っている。ただし、これは担当教員の教育指導の成果というよりも、集まった受講生の相互の
相性がよく、お互い影響しあってのことであろう。これが継続することを願っている。

上記【研究上の特記事項】で記した日本ビザンツ学会代表代行就任がこれにあたる。また、学会
発表が西洋古代史、キリスト教史におけるジェンダーにからむものであり、個別研究の範囲を超え
て当該領域におけるジェンダーの領域への気づきと拡大に寄与しえたと考えている。また、他大学
での博士論文審査に二度副査として関与した。

同志社大学大学院文学研究科博士後期課程単位取得退学

文学修士

西洋古代末期の社会史

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・西洋史概論

最終学歴

　【研究上の特記事項】

昨年度はオンライン上ではあるが、国内の全国学会で2度、国際学会で1度学会発表を行い、ほか
に数度の研究会での発表を行った。また厳しい審査を経ての海外学術誌での論文掲載のほか、
科研B分担者としての共著書に論文を掲載したほか、本学大学院年報にも上記国内学会での研
究発表成果を発展させたものを掲載した。また、このほかに研究協力者として参加している科研B
での共著書に論文を執筆し、今年度出版予定である。さらに、オンラインながら本学で日本ビザン
ツ学会大会を組織し、当該学会の代表代行に就任。また、他大学での博士論文審査に二度副査
として関与した。下記学内活動も含め、個人の容量以上の負荷がかかったが、これまでになかった
質・量で成果を上げることができた。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

学科主任として年間を通じて学科及び大学が円滑に運営されるように考え、行動した。また文学
部人事委員長も勤めた。



共

共

単

単

単

単

単

単

単

②From Thecla to Eudocia：St.
Cyprianus and a Making of
Female Agency in Late
Antiquity

⑤

①ウンミディア・クァドラティッラ
の仲間たち―ローマ世界にお
ける女性の
公的主体（public agency）とその
変容」

③テクラからエウドキアへ――
殉教者キュプリアノス伝と古代
末期の女性のエージェンシー

下記③論文を共著部分として執筆。

③「神と向き合う私―女性使徒
テクラとローマ女性の変容」

本学開催。発表者足立が小シンポジウ
ム司会も兼任。オンラインZoom開催。

上記共著②の足立執筆部分。

（学会発表）

2022年3月

②佐川英治編集『多元的中華
世界の形成－東アジアの古代
末期』（仮）

③

④「グローバル・ヒストリーとして
の古代末期：アイルランドから日
本まで」

国際基督教大学開催。オンラインZoom
開催。

環太平洋諸国で西洋古代末期の専門
研究者が集う学会。オンラインZoom開
催。

上記共著①の足立執筆部分。

①“I Baptize Myself in the
Name of Jesus Christ”
  Female Apostle Thecla and
her Self-Decision in front of
Jesus

②「ウンミディア・クァドラティッラ
の仲間たち―ローマ世界にお
ける女性の
公的主体（public agency）とその
変容」

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①宮本久雄編集『古代キリスト
教の女性―その霊的伝承と多
様性 (教父と相生)』

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

下記④論文を昨秋脱稿。今秋以降出
版予定。

2022年1月

2022年3月

2022年4月

今秋以降予定

2019年度に国際教父学会（オックス
フォード）で発表したものの論文化。

2021年度西洋古典学会で発表原稿を
大幅加筆修正。科研Cの研究成果の一
部。碑文史料からローマ属州社会にお
ける女性の公的地位を明らかにするとと
もに、古代末期におけるその変容過程
を展望した。

教友社2022年4月

今秋以降予定

Studia　Patristica　Vol.
CXXIV

『奈良大学大学院研究
年報』第27号

古代キリスト教の女性
―その霊的伝承と多様
性 (教父と相生)

日本西洋古典学会第７
１回大会

Pacific Partnership in
Late Antiquity

2022年2月

2021年6月

科研B　（東アジアの古
代末期）共同執筆

第19回日本ビザンツ学
会大会

臨川書店



共①学会大会の計画・運営

③

（その他）

②

開催にあたっての計画・運営の責任者2022年3月
第19回日本ビザンツ学
会大会


